
～吾妻橋・駒形橋・厩橋・蔵前橋～

クイズ①

クイズ②

クイズ③

すみだ北斎美術館（回答用紙配布）

東京都建設局『橋のポケットマップ（隅田川編）』より作成

クイズヒント地点

回答用紙の配付場所

橋めぐりコース(例)

すみだ北斎美術館～クイズ①まで 約2.6km

復興記念館 ～クイズ①まで 約2.0km

★Ⓐ源森川水門

言問橋

★②駒形橋

★①吾妻橋

★③厩橋

★④蔵前橋

復興記念館（回答用紙配布）

★⑤両国橋

★Ⓑ竪川水門



★①

■橋長 ：１５０．１ｍ

■架設 ：昭和５年［１９３１]
■管理 ：東京都
■構造 ：鋼アーチ橋

江戸時代(安永3年[1774])に隅田川に架けられた５番目
の橋（千住大橋、両国橋、新大橋、永代橋に次ぐ）である。
利用者から渡賃を徴収する民営による有料の橋であった。
明治９年[1876]に現在の吾妻橋に改名された。
現在の橋は、関東大震災の復興事業により昭和５年に架

設された。平成の初めに、浅草寺との調和を図るため、赤
く塗り替えられた。

国立公文書館 所蔵

【明治９年の吾妻橋】
隅田川の橋梁は、明治になり新
政府により架け替えが相次いだ。
西洋式の木橋が導入され、方杖
（ほうづえ）式の橋脚が特徴である。
欄干はＸ型のデザインとなって
いた。

【明治20年の吾妻橋】
隅田川で初めての鉄橋（プラッ
トトラス橋）として架設された。
鉄材は英国から輸入された錬鉄
(れんてつ)であった。
関東大震災で木造の床は焼失し
た。



★②

■橋長 ：１４６．３ｍ
■架設 ：昭和２年［１９２７］
■管理 ：東京都
■構造 ：鋼中路式アーチ橋

関東大震災の復興事業により新たに架設された橋で、橋
名は橋の西詰めにある駒形堂に由来する。
両側径間が上路式アーチで、中央径間のみが中路式アー

チとなっており、(同形のアーチが３連並ぶ)厩橋とは違う趣
がある。円形のバルコニーを持つ優雅な橋である。

葛飾北斎 作
「隅田川両岸一覧」 駒形の夕日栄
(国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝより) 

【駒形堂】
江戸時代より続いていた「駒

形の渡し」は昭和２年の架橋に
より姿を消した。
浅草寺参詣者は、まずこの地
に上陸し、駒形堂(浅草寺の御本
尊の像が発見された地と伝わる)
でお参りをしたとされる。

（左作品）
右端に渡しの船が描かれており、
左の屋根越しに吾妻橋が見える。

【架設当時の施工風景】
（現在の橋）

（左）上部工架設工事
当時より機械化施工が進み、
門型クレーンによる架設が行
われた。



★③

■橋長 ：１５１．４ｍ

■架設 ：昭和４年［１９２９]
■管理 ：東京都
■構造 ：鋼タイドアーチ橋

初代の橋は明治７年[1864]に、隅田川６番目の橋として
架けられた。「お厩(おんまい)の渡し」に代わって、民営に
よる有料橋として架設された木橋であったが、運営が困難
となり東京府に寄付された。その後、明治26年[1893]に
鉄橋に架け替えられた。
現在の橋は、関東大震災の復興事業により昭和４年に架

設された。下路式アーチが採用され、優美な曲線が３連で
並ぶ外観となっている。

【明治２６年の厩橋】
隅田川で２番目の鉄橋（ホイッ
プルトラス＋プラットトラス
橋）として架設された。鋼材は
米国から輸入された錬鉄（れんて
つ）であった。
関東大震災で木造の床が焼失し
た。

【架設当時の施工風景】
（現在の橋）

（左）完成全景



■橋長 ：１７３．４ｍ
■架設 ：昭和２年［１９２７］
■管理 ：東京都
■構造 ：鋼アーチ橋

関東大震災の復興事業により新たに架設された橋で、橋
名は江戸時代にこの付近に幕府の御米蔵があったことに由
来する。黄色の橋は、米蔵に収められる稲穂をイメージし、
平成の初めにそれまでの水色から塗替えられた。
両岸の地盤高が比較的高いことから、眺望にも配慮し、

上路式アーチ橋が採用された。

【蔵前橋の高欄】
戦後、現在の両国国技館が造

られる昭和59年までは「蔵前
国技館」で大相撲の興行が行わ
れた。
現在の蔵前橋の高欄には力士
のデザインやレリーフが施され
ている。

【架設当時の施工風景】
（現在の橋）

（左）桁架設工事
（下）完成全景



★⑤

■橋長 ：１６４．５ｍ
■架設 ：昭和７年［１９３２］
■管理 ：国土交通省
■構造 ：鋼ゲルバー鈑桁橋

江戸時代に千住大橋に次いで架設(寛文元年[1661])され
た当時は、隅田川に架かる江戸城下最初の橋として「大
橋」と称されたが、新大橋(元禄６年[1694])が架けられて
から両国橋と名付けられた。武蔵国と下総国をつなげるこ
とに由来する。

【明治８年の両国橋】
吾妻橋と同様に、明治になり
新政府により洋式木橋に架け替
えられた。
方杖（ほうづえ）式の橋脚にする
ことで、江戸時代の木橋に比べ
て２倍程度の支間長（橋脚と橋
脚の間の長さ）に伸びた。

【明治37年の両国橋】
隅田川で４番目の鉄橋(プラッ
トトラス橋)として架設された。
鋼材は英国から輸入された鋼鉄
であった。
関東大震災を経て現在の橋に
架け替えられた。この時に造ら
れた橋脚と橋台は補強され、現
在の橋に再使用されている。



★Ⓐ ■所在地：墨田区吾妻橋一丁目

■河川名：北十間川

■型 式：鋼製単葉ローラーゲート

■規 模：門扉幅11m×１連高さ7.5m

■管理者：東京都江東治水事務所

■完成年：昭和３４年度

【河川情報】江戸時代初期に開削された運河で、
大横川合流点から西側を源森川と称した。
河川名は本所の北側に位置し川幅が十間あった
ことに由来する。

川沿いの桜とスカイツリー

【沿川情報】隅田川から源森川水門を通り東に
進むと北十間川樋門があり、その先には世界一高
い電波塔、東京スカイツリー（634m）がある。

★Ⓑ ■所在地：墨田区千歳一丁目

■河川名：竪川

■型 式：鋼製単葉ローラーゲート

■規 模：門扉幅11m×2連高さ7.5ｍ

■管理者：東京都江東治水事務所

■完成年：昭和３４年度

【河川情報】中川と大川（隅田川）を結ぶ江戸
時代の初期（1659年）に開削された運河。
竪川の名は江戸城から見て「竪（縦）」に流れ
ていたことに由来する。

水上バス・両国発着所

【沿川情報】水門は両国駅の南約0.5㎞に位置す
る。両国駅界隈には、国技館、旧安田庭園、江戸
東京博物館、回向院がある。



東京都では、水辺の賑わい向上や、新たな観光資源としての活用を
図る観点から、隅田川橋梁群のライトアップを実施します。
◆ライトアップの対象橋梁
白鬚橋から築地大橋までの区間において、都が管理する橋梁のうち、すでに
ライトアップされている橋梁を含めた12橋です。

◆デザイン
平成29年から整備する橋梁10橋(新大橋・中央大橋以外)のデザインは、学
識経験者等による検討委員会で審議し決定しています。



橋そのものの美しさを活かした芸術性の高いデザインとします。
整備する橋梁10橋には、環境に配慮したＬＥＤ照明を採用します。
平成32年3月までの完成を目指しています。

吾妻橋

駒形橋

厩橋

蔵前橋



吾妻橋
正式に吾妻橋となる前の（江戸時
代に呼ばれていた）名前は？

厩橋
厩橋にある街路灯の柱に描かれて
いる動物は？

蔵前橋
蔵前橋の歩道の高欄にある
レリーフの力士の名前は？
（力士名 ：大□山）

青枠部の拡大

回答用紙 入手方法

・回答用紙は下記施設に置いております。橋めぐりの前・後にお立ち寄りいただき入手
して下さい。各施設の開館日時等は、各施設の案内をご確認下さい。

※橋カードの受取には
専用の回答用紙が必要となります。

②「復興記念館（都立横網公園内）」
(墨田区横網2-3-25) 1階 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄﾗｯｸ

①「すみだ北斎美術館」
（墨田区亀沢2-7-2) １階 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄﾗｯｸ

企画展『北斎の橋 すみだの橋』が
《9/11(火)～11/4(日)》開催中
当センターが提供した資料も展示されており
ますので、ご観覧頂けると幸いです。(企画展
をご覧いただくには観覧料が必要となります。)

記念館所蔵の『東京市五千分の一模型』が
「東京 橋と土木展」《11/20(火)～23(金) 》
[新宿駅西口イベントコーナー（入場無料)]で展
示されます。

Ｔｏｋｙｏ Ｒｉｖｅｒ 013-02



①【臨時受付】 ◆「東京 橋と土木展」イベント開催中の期間限定

受付日時： 平成３０年１１月２０日（火） １３時～２０時
平成３０年１１月２１日（水）・２２日（木） ９時～２０時
平成３０年１１月２３日（金・祝） ９時～１７時

受付場所： 新宿駅西口イベントコーナー「東京 橋と土木展」受付（※1）
（※1「土木コレクション2018」受付とは別に設置する東京都建設局の受付）

②【郵送受付】 ◆返送用封筒・郵便料金(切手)が必要となります。
受付期限： 平成３０年１２月21日（金）まで（当日消印有効）
郵送宛先： 東京都土木技術支援・人材育成センター （橋カード受付）
住 所： 〒１３６－００７５ 東京都江東区新砂１－９－１５

下記の２点（①②）を上記の宛先まで送付ください。
①クイズ回答用紙（折りたたんで封筒に入れて頂いて構いません）
②橋カード返送用封筒（定形郵便サイズ、郵便切手を貼付け）

【ご注意１】返送用封筒には、必ず必要料金（※2）の切手を貼付けて下さい。
【ご注意２】封筒にはカードの返送先の宛名と住所を記入して下さい。

クイズ回答用紙には連絡先（電話またはﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ）の記入をお願いします。
（封筒の不備(住所不記載・切手貼付もれ)があった場合などに連絡をお取りするため。

連絡が取れない場合、カードを返送できない可能性がありますのでご承知願います。)

（※2）返送するカード７枚セットの重量は約１３gとなります。
定形郵便の料金（切手代）は、（２５ｇ以内）８２円、（５０ｇ以内）９２円です。
回答用紙２名様分以上のカードをまとめて返送する場合(封筒重量＋26ｇ～)は９２
円以上の料金が必要となりますので、必要切手を確認の上で②封筒をご用意下さい。

③【その他 受付】
受付日時：平成30年12月21日(金)まで(土日祝日を除く、月～金曜日の10時～16時)
受付場所：東京都土木技術支援・人材育成センター２階 技術情報担当(橋カード受付)
住 所：東京都江東区新砂１－９－１５

お問合せ：東京都建設局土木技術支援・人材育成センター
技術支援課 技術情報担当 ☎０３（５６８３）１５００

回答用紙 提出方法

切

橋カード
お届け先

［住所・宛名］

東京都
「土木技術支援・人材
育成センター」宛て

必要切手

［氏名・連絡先］

クイズ
回答

○○○○ ○○○○

①クイズ回答用紙 ②橋カード返送用封筒

＆


